
短期需給ひっ迫感で一時80ドル回復
NY原油先物相場は、1バレル＝79ドル水準まで値上がりする展開になった。短期需給ひっ迫感から上値

追いの展開が続き、1月7日高値は80.47ドルに達しており、昨年11月17日以来の高値を更新している。

北半球の寒波で需要が底固く推移する一方、リビアやカザフスタンで供給障害が発生したことで、期近

限月に対してプレミアムを加算する形で値上がりが進んだ。

1月4日には石油輸出国機構（OPEC）プラスの閣僚級会合が開催されたが、イベントリスクを無難に消

化したこともポジティブ材料視されている。1月に続いて2月も日量40万バレルの増産を行うことが合

意された。概ね市場の予想通りの結果になったが、OPECプラスが1～3月期の供給過剰リスクを認識し

つつも、緩やかな増産対応が可能との立場を示したことが、マーケットに安堵感をもたらしている。米

国がこうした決定を歓迎する声明を出し、産油国と消費国との対立に一服感がみられることもポジティ

ブ。なお、次回会合は2月2日に予定されている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（12月31日時点）は、原油が前週比214万バレル減、ガ

ソリンが1,013万バレル増、石油精製品が442万バレル増となった。
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【現状確認】
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（注）2021/09/12まではWTI原油価格連動型上場投信のデータ（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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（注）青線はWTI原油（右軸）
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短期目線で先高感維持、ただし寒波と供給障害の解消には要注意
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【展望】

短期需給のひっ迫感が強く、底固い展開が続き易い。1）

「オミクロン」の原油需要に対する影響は限定的との見方、

2）寒波による需要拡大、3）天然ガス価格の高止まり、4）

リビアとカザフスタンの供給障害、5）米原油在庫の減少傾

向などが、原油相場を押し上げるトレンドが形成されている。

1月7日時点では、3月限に対して2月限には0.46ドルのプレ

ミアムが加算されている。

北半球では日本も含めて厳しい寒波が報告されており、暖房

用エネルギー需要が押し上げられ易い環境にある。短期予報

だと1月末にかけて寒波が続く見通しであり、良好な需要環

境が維持されると、原油相場は80ドル台定着から一段高が打

診されよう。

一方、年明け後はリビア東部でパイプラインの破損が報告さ

れている。昨年12月には東西勢力の対立で西部油田からの供

給量が落ち込んだが、新たな供給障害の発生で7日時点では

合計で日量50万バレル規模の減産が報告されている。また、

カザフスタンでは燃料価格引き上げに対する抗議デモが暴動

に発展しており、原油生産に対する影響が報告されている。

こうした供給障害が長期化すると、原油相場の堅調地合は維

持されよう。

ただ、マクロ環境としては供給「不足」から供給「過剰」へ

の転換期であり、寒波が終息し、各種供給障害が解消されれ

ば、地合が急激に悪化するリスクを抱えていることに注意が

求められる。短期目線での上昇圧力の有無の視点に留まり易

い。また、米早期利上げ観測で投資環境の不確実性が増して

いること、「オミクロン」の感染拡大が続いていることも警

戒しておきたい。
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